
『今、変革のとき ともに歩み 未来を築く』 

 

新年明けましておめでとうございます。  

昨年は、これからのさがみはらの２０年先を見据えた都市像を示す新しい基

本構想の策定や政令指定都市移行に向けた県との基本協定の締結、また、将来

のまちづくりに大きな影響を与える相模総合補給廠の一部返還について、日米

合同委員会で正式合意があるなど“新さがみはら創り”を目指す本市にとって

重要な１年でありました。 

政令指定都市移行につきましては、行政区画等審議会からの答申を踏まえた

区割り案の決定に続き、多くの市民の皆様から区名の募集にご協力いただきま

した。また、市議会におきましても「政令指定都市の実現に関する意見書」を

採択頂き、力強いご支援をいただきましたことに感謝申し上げます。 

 

今日、私たちを取り巻く状況は、世界的な未曾有の経済不況の中、市民生活

や雇用、地域経済に与える影響は極めて深刻であり、加えて、医療・年金・食

の安全などの生活に身近な問題、地球環境問題の深刻化など、克服しなければ

ならない課題が山積しております。 

こうした中、市民生活に直結する様々な課題の解決や、自立的なまちづくり

を市民の皆さまと積極的に取り組むとともに、首都圏南西部をリードする広域

交流拠点都市として、この圏域の発展に重要な役割と責任を果たしてまいりま

す。  
こうしたことから、本年は『今、変革のとき ともに歩み 未来を築く』を

テーマといたしまして、  

①  『生活に身近な安全・安心の充実』 

②  『誰もが取り組める地球温暖化対策の推進』 

③  『都市力を底上げする経済・都市基盤の充実』 

④  『市民が主役のまちづくり』 

⑤  『改革の加速～持続的な都市経営の推進～』 

の５つを柱に市政運営に取り組んでまいります。  

 

主な取組みといたしまして、  

① 生活に身近な安全・安心の充実、として  

昨今の経済状況による市内経済への影響が深刻化していることから、「相模

原市緊急経済対策本部」を設置し、中小企業の支援や雇用対策などにおいて、
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有効な対策を講じてまいります。  

また、安心して子どもを出産できる環境づくりのため、産婦人科救急医療体

制の整備を進めるとともに、地域ケアサービス提供体制の充実のため、福祉・

介護の人材確保・育成を図ってまいります。  

② 誰もが取り組める地球温暖化対策の推進、として  

市内中小企業の温暖化防止への取り組みを促進するため、地球温暖化防止支

援資金の創設を行ってまいります。また、ごみの排出抑制や資源化に向けた市

民、事業者の自主的な行動を促進するため、集団資源回収の見直しやレジ袋削

減に向けた取組みを推進してまいります。  

③ 都市力を底上げする経済・都市基盤の充実、として 

強固な産業集積基盤の形成と将来にわたる持続的な市内産業の発展のため、

新たな産業集積方策の検討や工業系産業用地の創出に取り組んでまいります。 

また、広域交流拠点都市の形成に向け、小田急多摩線の延伸などの新たな公

共交通網の整備や、さがみ縦貫道路、津久井広域道路など広域幹線道路の整備

促進を図るとともに、市街地再開発事業の促進、相模総合補給廠の一部返還用

地を含めた相模原駅周辺地区まちづくり計画の策定など拠点性や中枢性の高

い特色あるまちづくりを進めてまいります。  

④ 市民が主役のまちづくり、として 

 皆で担う市民社会の実現を目指し、昨年創設した「協働事業提案制度」や「市

民行政協働運営型市民ファンド」など地域活動・市民活動を支援するとともに、

市民と行政の協働にあたっての基本的な理念を定める条例の制定に向けた取

り組みを進めてまいります。  
 
 政令指定都市につきましては、平成２２年４月の移行まで１年余となります。

今後、国との協議を経て本年中に正式決定する予定でありますが、新たに設置

する区役所での業務など、移行後の事務が円滑に実施できるよう準備してまい

ります。  

 

 本年は未来のさがみはらを築く上で大切な一年でございます。私は市政運営

の様々な困難に立ち向かい、市民の皆さまとともに着実に歩んでまいります。 

 最後になりますが、市政への皆さまの変わらぬご協力を賜りますようお願い

申し上げますとともに、本年が皆さまにとりまして幸せで実り多く、大いなる

飛躍の年となりますことを心よりお祈り申し上げます。  


